
令和4年度の重点項目

№ 項目

  ―人

3
各種マニュアル等
作成・修正と国土強
靭化計画の策定

平成27年11月に策定した「国立市総合防災計画」に
ついて、修正を行います。東京都の被害想定が夏頃
更新されることから、速やかに関係機関と調整を行
います。計画素案について10月末をめどに市防災会
議において報告します。

具体的内容

引き続き健康危機対策本部会議事務局として、健康
福祉部と連携し、市としての課題に対し迅速な検討・
対応を行います。また、令和3年度に引き続き感染症
対策を施した訓練等を実施します。

新型コロナウイルス
感染症対応

部の概要

　部の運営方針は、行政管理部長のマニフェストによります。

達成状況（年度末評価）

1

達成度

A

A

A

【達成度】　Ａ…100％　Ｂ…80％以上100％未満　Ｃ…50％以上80％未満　Ｄ25％以上50％未満　Ｅ25％未満

　　　　　　　　◆　令和４年度　　部長マニフェスト　◆　防災安全担当部長　　

部の運営方針

部長写真所属課と人員
（R4.4.1現在）

（行政管理部に含む）

総合防災計画の修正に合わせ、各種マニュアル等
の作成・修正と国土強靭化計画の策定に着手しま
す。

①災害医療救護活動マニュアルの作成
②備蓄計画の修正
③減災対策推進アクションプランの修正
④国土強靭化計画の策定

総合防災計画の修
正

昨年度に引き続き、状況に応じた迅速な検
討および対応を行いました。各種防災訓練
については感染拡大状況を鑑み、全ての訓
練を実施することはできませんでしたが、屋
外での訓練を増やすなどして自主防災組織
を対象とした訓練や各小学校からの要請を
受けて生徒向けの訓練を実施しました。ま
た、３年ぶりとなる総合防災訓練「防災フェ
スタ」を開催し多くのご参加をいただき、前
日には初の夜間避難所開設訓練も行い、
防災意識啓発に努めました。

2

総合防災計画の修正に合わせて、各種マ
ニュアルの作成を行うとともに国土強靭化
計画の策定を完了しました。
平成29年度から実施している備蓄計画につ
いては、振り返りを行った上で新しい計画の
作成を行いました。また、減災対策推進アク
ションプランについても事後評価を行うとと
もに、住宅避難資機材（仮設テント）や住宅
用火災警報器など実災害や住民ニーズ等
を踏まえて新しいプランの作成を行いまし
た。

東京都が令和4年5月に被害想定の見直し
を行い、都の地域防災計画の修正を行うこ
ととなりました。従って、当初予定していたス
ケジュールにて最終決定はできなくなりまし
たが、市としての作業はスケジュールどおり
に完了しました。


